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三吉神社「梵天祭」

清掃活動後は爽快感が…
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気合いを入れていざ出陣

環境クリーン作戦の－コマ

草
‥
∵
圭
‥

員
も
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
元
気
に
に
こ
に
こ

顔
で
参
加
し
て
い
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

㊨
秋
田
支
部

◎
竿
燈
会
慰
労
会
へ
の
出
席

秋
田
の
伝
統
行
事
竿
燈
祭
り
に
は
、
N
T
T
秋
田

グ
ル
ー
プ
竿
燈
会
も
参
加
し
て
お
り
、
電
友
会
か
ら

も
1
4
名
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
。
高
橋
支
部
長
は
N

T
T
竿
燈
会
の
顧
問
の
立
場
で
騎
馬
提
燈
を
持
っ
て

行
列
の
先
頭
に
立
っ
て
行
進
し
脚
光
を
浴
び
て
お
り

ま
す
。
1
1
月
8
日
「
イ
ヤ
タ
カ
」
　
に
て
3
0
年
度
N
T

T
秋
田
グ
ル
ー
プ
竿
燈
会
慰
労
会
が
開
催
さ
れ
、
支

部
か
ら
高
橋
支
部
長
、
辰
、
大
和
田
、
大
川
理
事
が

出
席
し
た
。

◎
太
平
山
三
吉
神
社
「
梵
天
祭
」
に
参
加

1
月
1
7
日
毎
年
恒
例
の
秋
田
の
冬
の
伝
統
行
事
で

あ
る
「
梵
天
奉
納
祭
」
　
に
N
T
T
秋
田
グ
ル
ー
プ
各

月
は
1
9
日
、
2
3
日
の
電
信
電
話
記
念
日
を
前
に
し
て

地
元
地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献
す
る
た
め
、
退
職
者

交
流
会
の
開
催
会
場
と
な
る
秋
田
県
内
の
3
ビ
ル
周

辺
地
域
の
清
掃
を
3
地
区
の
電
友
会
会
員
も
N
T
T

社
貞
等
と
一
緒
に
な
っ
て
実
施
し
爽
快
感
を
味
わ
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

◎
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
へ
の
参
加

平
成
3
0
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
6
月
、
1
0
月
、
と
2

回
実
施
し
て
き
た
が
、
6
月
の
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
清

掃
活
動
）
」
は
5
日
の
実
施
と
な
り
中
央
地
区
は
中

社
の
幹
部
、
及
び
社
員
総

勢
8
5
名
程
が
参
加
し
本
1

年
の
「
安
全
と
健
康
、
商

売
繁
盛
」
を
祈
願
し
勇
壮

に
梵
天
を
奉
納
し
た
。
電

友
会
か
ら
も
高
橋
支
部
長

を
先
頭
に
4
名
の
勇
壮
会

通
ビ
ル
周
辺
、
県
北
地
区

は
大
館
ビ
ル
周
辺
、
県
南

地
区
は
横
手
ビ
ル
周
辺
が

対
象
と
な
り
電
友
会
か
ら

も
千
秋
ク
ラ
ブ
、
県
南
地

区
、
県
北
地
区
で
総
勢
1
5

名
の
参
加
と
な
っ
た
。
1
0

⑳
千
秋
ク
ラ
ブ

◎
忘
年
親
睦
の
集
い

平
成
3
0
年
1
2
月
4
日
イ
ヤ
タ
カ
会
場
に
て
忘
年
親

睦
の
集
い
が
開
催
さ
れ
た
。
N
T
T
東
日
本
秋
田
支
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忘年親睦の集い開催模様

和気あいあいとNTT時代の
思い出話を語りながら…

高校野球の歴史を
紙芝居で熱弁の田口氏
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松浦支店長の講話

秋田県こけし会会長京野氏

講演に参加された
会員のみなさん

店
松
浦
支
店
長
は
じ
め
幹
部
の
各
部
長
等
、
N
T
T

グ
ル
ー
プ
会
社
の
代
表
者
の
方
々
、
千
秋
ク
ラ
ブ
会

員
等
の
総
勢
5
0
名
の
参
加

と
な
り
、
午
後
の
ひ
と
時
、

互
い
の
健
康
を
称
え
合
い

な
が
ら
、
古
き
良
き
電
電

時
代
、
N
T
T
時
代
の
思

い
出
話
や
自
慢
話
に
花
を

咲
か
せ
、
再
会
を
誓
い
合

い
散
会
し
た
。

し
よ
う
と
決
ま
り
、
平
成
3
0
年
1
2
月
～
平
成
3
1
年
1

月
ま
で
の
期
間
限
定
で
募
集
が
は
じ
ま
り
、
会
員
に

呼
び
か
け
5
名
の
方
々
か
ら
3
5
枚
の
タ
オ
ル
の
提
供

が
あ
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
全
体
で
は
1
5
0
0
枚
が
集
ま
り
、
由

利
本
荘
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
贈
呈
し
た
と
こ
ろ
大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
と
、
事
務
局
の
N
T
T
秋
田
支
店

総
務
担
当
よ
り
報
告
と
協
力
に
対
し
て
お
礼
の
言
葉

を
い
た
だ
き
恐
縮
し
ま
し
た
。
今
後
も
出
来
る
だ
け

多
く
の
会
員
に
呼
び
か
け
年
間
を
通
じ
て
、
募
集
し

て
い
る
旨
を
総
会
等
の
場
で
周
知
し
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

◎
文
化
講
演
会
開
催

2
月
5
日
「
秋
田
市
に
ぎ
わ
い
交
流
館
」
　
に
て
恒

例
の
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
師
に
は
N
T

T
東
日
本
秋
田
支
店
松
浦
支
店
長
、
秋
田
土
崎
史
談

会
理
事
の
田
口
氏
、
秋
田
県
こ
け
し
会
会
長
京
野
氏

の
3
名
の
方
々
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
快
諾
下
さ
り

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
熱
誠
あ
ふ
れ
る
講
演
に
参
加

者
一
同
大
い
に
魅
了
さ
れ
た
ひ
と
時
で
し
た
。
松
浦

支
店
長
か
ら
は
、
N
T
T
の
現
状
に
つ
い
て
の
講
話

の
な
か
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
N
T
T
の

果
た
す
役
割
等
に
も
触
れ
ら
れ
、
秋
田
の
未
来
は
明

る
い
、
人
間
性
を
磨
き
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
も
ら
い
た
い
と
結
ば
れ
た
。

田
口
氏
は
、
「
高
校
野
球

の
歴
史
」
と
題
し
て
、
昨

年
の
夏
甲
子
園
で
準
優
勝

し
た
金
足
農
業
高
校
の
活

躍
と
第
1
回
大
会
で
準
優

勝
を
果
た
し
た
旧
制
「
秋

田
中
学
」
　
（
現
秋
田
高
校
）

◎
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企
画
「
タ
オ
ル
寄
贈
」
に
協
力

N
T
T
秋
田
グ
ル
ー
プ
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、
今
年
も
福
祉
施
設
に
未
使
用
タ
オ
ル
を
提
供
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今日もみなさんに
元気を届けます
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施設慰問の1コマ

令和元年5月例会
参加の皆さん

の
歴
史
を
紙
芝
居
で
熱
弁
を
振
る
わ
れ
喝
乗
を
浴
び

ま
し
た
。
京
野
氏
は
日
本
の
伝
統
こ
け
し
全
般
に
つ

い
て
懇
切
に
講
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
け
し
の

歴
史
、
見
分
け
方
、
作
り
方
等
々
に
つ
い
て
貴
重
な

現
物
を
持
ち
込
み
な
が
ら
の
講
話
に
参
加
者
一
同

う
っ
と
り
と
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

Ⅲ
千
秋
月
曜
会

1
2
月
1
0
日
協
働
社
大
町
ビ
ル
に
て
、
千
秋
月
曜
会

の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
近
年
の
千
秋
月
曜
会
の

会
員
も
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
体
調
を
崩
す
会
員

や
欠
席
し
て
い
る
会
員
も
出
て
お
り
ま
す
。
今
後
い

つ
ま
で
続
け
て
い
け
る
の
か
、
不
安
に
な
る
事
も
あ

り
ま
す
。
総
会
に
は
1
3
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
「
活

動
状
況
報
告
」
「
収
支
決
算
報
告
」
に
引
き
続
い
て
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
　
又
「
会
員
の
情
報
交
換
」

を
密
に
し
て
、
今
後
も
楽
し
く
、
明
る
い
千
秋
月
曜

会
に
し
て
い
く
こ
と
で
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
総
会

終
了
後
、
懇
親
会
と
平
成
最
後
の
忘
年
会
を
行
い
、

2
、
会
場
は
秋
田
市
民
市
場
2
階
会
議
室

3
、
会
費
年
2
回
（
1
回
3
千
円
）
　
テ
ー
プ
、
衣
装

代
他
4
、
会
員
募
集
中

骨
嫁
も
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

ル
ド
テ
ィ
ー
か
ら
な
の
か
実
力
な
の
か
3
年
ぶ
り
に

千
田
育
男
さ
ん
が
優
勝
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度
の
例
会
予
定
と
4
月
の
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

4
月
（
太
平
山
c
c
　
2
0
名
参
加
）

優
勝
　
千
田
　
育
男
　
　
準
優
勝
　
高
橋
　
孝
男

5
月
1
7
日
　
（
南
秋
田
c
c
）

5
月
3
1
日
北
3
県
秋
田
大
会
　
（
椿
台
c
c
）

6
月
1
7
日
　
（
椿
台
c
c
）

7
月
2
6
日
　
（
ノ
ー
ス
ハ
ン
プ
ト
ン
G
C
）

8
月
1
9
日
　
（
ロ
イ
ヤ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
G
C
）

電
友
会
高
橋
会
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
終
始
和
や
か

に
終
わ
る
事
が
出
来
ま
し

た。
活
動
内
容

1
、
毎
月
第
4
月
曜
日
、

午
後
1
時
半
か
ら
2
時
間

㈲
N
T
T
。
O
B
秋
田
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

4
月
5
日
イ
ヤ
タ
カ
会
館
に
て
定
期
総
会
を
開
催

し
、
2
0
1
9
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
予
算
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
雪
が
少
な
く
、
市
内
の
各
ゴ
ル
フ
場
は
3

月
上
旬
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今
年
最
初
の
例
会

を
4
月
1
9
日
に
開
催
、
2
0
名
の
参
加
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
天
気
も
良
く
メ
ン
バ
ー
に
も
恵
ま
れ
、
ゴ
ー
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囲碁対局風景

オレオレ詐偽には
十分注意を！

早くお料理を食べたい－

ためになる話に熟心に耳を傾けて

田口清さんの熱弁

9
月
1
8
日
　
（
椿
台
c
c
）

1
0
月
日
日
　
（
太
平
山
c
c
）

㈱
千
秋
囲
碁
ク
ラ
ブ

4
月
1
3
日
、
会
員
目
名
が
参
加
し
、
第
3
6
回
定
期

総
会
を
行
い
ま
し
た
。
冒
頭
、
3
0
年
度
亡
く
な
ら
れ

た
会
員
に
黙
祷
を
捧
げ
、
引
き
続
き
大
山
会
長
か
ら

会
発
足
か
ら
3
6
年
に
な
っ
た
感
慨
が
述
べ
ら
れ
、
当

時
か
ら
比
べ
て
、
会
員
が
大
き
く
減
っ
て
き
て
い
る
。

愛
好
家
に
幅
広
く
声
掛
け
を
し
て
ほ
し
い
と
の
挨
拶

を
受
け
ま
し
た
。
議
案
の
実
施
報
告
。
活
動
計
画
等

1
2
月
1
日
　
4
名

3
月
2
日
　
3
名

1
月
5
日
　
3
名

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、

引
き
続
き
、
例
会
、
懇
親

会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

5
月
1
8
日
、
令
和
に
な

っ
て
初
の
定
期
大
会
を
行

い
ま
し
た
。
1
1
名
が
参
加
、

大
山
会
長
が
、
令
和
初
大

数
で
し
た
が
、
講
演
会
で
は
、
N
T
T
O
B
の
2
名

に
よ
る
講
話
を
頂
き
な
が
ら
、
ま
た
日
本
海
を
望
む

絶
景
を
眺
め
な
が
ら
の
会
食
も
和
や
か
な
談
笑
に
つ

つ
ま
れ
、
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

会
を
制
し
、
優
勝
し
ま
L
 
F

た。

⑳
敦
薗
県
北
地
区
電
衣
食

◎
文
化
講
演
会
。
親
睦
交
流
会
開
催

桜
の
花
が
丁
度
満
開
の
、
4
月
2
4
日
、
白
神
山
地

の
ふ
も
と
、
八
森
い
さ
り
び
温
泉
「
ハ
タ
ハ
タ
館
」

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
1
5
名
と
少
人

と
り
わ
け
、
講
演
の
2
題
、
1
つ
日
の
　
「
オ
レ
オ

レ
詐
欺
撃
退
体
験
」
　
（
講
師
桜
田
博
さ
ん
）
　
は
自
ら

・
第
1
3
8
回
定
期
大
会

優
勝
　
川
村
　
博

・
第
1
3
9
回
定
期
大
会

優
勝
　
佐
々
木
勝
彦

・
第
1
4
0
回
定
期
大
会

優
勝
　
大
山
　
文
雄

・
例
会
の
開
催
状
況

日
月
1
7
日

準
優
勝
　
奈
良
　
和
彦

2
月
2
日

準
優
勝
　
田
中
　
忠
雄

5
月
1
8
日

準
優
勝
　
川
村
　
博

の
体
験
を
も
と
に
説
得
力

が
あ
り
、
身
近
な
問
題
に

触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

2
つ
日
の
「
紙
芝
居
で
見

る
秋
田
の
高
校
球
史
」
　
（
講

師
田
口
清
さ
ん
）
　
は
半
世
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きた元気アッ

ユーモアたっぷりの森内先生の講座

みんなで気軽に円熟体操…
ワン・ツー・スリー
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紀
を
は
る
か
に
超
え
る
子
供
時
代
を
思
い
起
こ
さ
れ

る
紙
芝
居
に
よ
り
、
甲
子
園
な
ど
の
名
場
面
を
一
コ

マ
、
一
コ
マ
な
つ
か
し
く
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
た
く
間
に
時
間
は
過
ぎ
、
帰
途
送
迎
バ
ス
の

運
転
手
さ
ん
、
熊
と
猿
が
よ
く
現
れ
る
場
所
へ
と
わ

ざ
わ
ざ
遠
回
り
を
し
て
く
れ
た
。
そ
の
気
配
り
に
感

謝
し
な
が
ら
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。
（
熊
と
猿
、
現

れ
ず
、
ま
た
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
）

ま
し
た
。
森
内
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
リ
ー
ド

で
無
理
な
く
取
り
組
む
事
が
出
来
ま
し
た
。
か
ら
だ

ぽ
か
ぽ
か
心
ぽ
か
ぽ
か
で
充
実
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

ま
た
、
健
康
長
寿
の
た
め
に
は
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
も
必
要
で
す
と
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
「
円
熟
体

操
」
は
「
だ
れ
で
も
　
い
珊

㊨
秋
田
県
南
地
区
電
友
会

◎
文
化
講
演
会
開
催

日
月
2
日
、
秋
田
県
の
　
「
出
前
講
座
」
を
活
用
し

文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
絶
好
の
野

良
仕
事
日
和
で
し
た
が
2
8
名
の
参
加
を
得
て
行
い
ま

し
た
。
大
関
文
雄
会
長
の
挨
拶
、
N
T
T
東
日
本
Ⅰ

東
北
秋
田
県
南
営
業
支
店
長
の
佐
々
木
淳
一
様
よ
り

激
励
の
ご
挨
拶
を
頂
き
講
演
に
入
り
ま
し
た
。
講
演

は
秋
田
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
の
森
内
厚
志
氏
を

講
師
に
「
あ
き
た
元
気
ア
ッ
プ
円
熟
塾
」
と
題
し
て

「
円
熟
体
操
」
を
中
心
に
取
り
上
げ
講
義
と
実
践
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
「
円
熟
体
操
」
と
は
ス
ポ
ー
ツ

科
学
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
「
円
熟
塾
」
　
の
内

容
で
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
、
か
ん
た
ん
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
全
身
持
久
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
を
行
い

つ
で
も
　
い
つ
ま
で
も
」
気

軽
に
取
り
組
め
る
体
操
な

の
で
こ
れ
を
機
に
気
軽
に

楽
し
み
、
少
し
で
も
元
気

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。


